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　和風住宅や神社仏閣などに見られる、風格漂う美しい銅屋根。その施工を手がけている
津吹さんは、「唐破風葺甲巻上げ」「隅蛤回し葺き」などの銅板葺屋根の施工・加工に優れ、
社寺建築の“神髄”ともいえる優雅な線を造る曲物やその展開図の作成技術は、業界の
第一人者と称されるほどです。また、板金製飾品の製作加工の技術では、技能グランプリで
第一位の成績をおさめるほどの実力。指導員として後進の育成にも尽力しています。

昭和35年～昭和42年　津吹板金店勤務。一般住宅の鈑金作業に従事 / 昭和42年～平成6年　有限
会社津吹建築板金 専務取締役。神社・仏閣の銅板葺屋根の施工および加工修理工事に従事 / 平成6年～
現在　有限会社津吹建築板金 代表取締役。特に、社寺建築の神髄である屋根の反りの優美な線を造る曲
物およびその展開図、板金装飾品の製作加工に従事

●有限会社津吹建築板金　代表取締役
●鹿沼共同高等産業技術学校　校長

●栃木県職業能力開発協会　副会長
●鹿沼市商工会議所　議員

伝統技術を用いた“本物の手作り”なら
どんな場面に遭遇しても対応できる

　昭和35年から建築板金一筋で、現在に至っ
ています。この間、特に和風住宅や神社仏閣等
の風格や美しさをあわせ持った銅板葺きの屋
根に力を注いできました。近年は、規格化され
た部材使用で施工されることが多く、伝統的な
技能を使う場面は減ってきているのが現実で
す。しかし、伝統技術を駆使した本物の手作り
は、いかなる場面に遭遇しても対応できます。
　現在、私は鹿沼共同高等産業技術学校の指
導員でもありますが、訓練生には、建築板金の
伝統的な技能の基礎から応用等を習得し、現
場力を発揮できる職人になれるよう指導する
とともに、将来にも期待しています。また、施工
現場においても、若い世代の人達を指導しなが
ら、今後も次の世代に伝統技能を継承できるよ
う努めたいと思っています。

【資格・受賞】

【経　歴】

【役　職】

建築板金　津吹 孝行【栃木県】

昭和51年　国家検定 建築板金職種内外装板金作業技能士1級取得 / 昭和44年　ガス溶接技能講
習修了 / 昭和51年　職業訓練指導員免許取得／昭和62年　移動式クレーン・玉掛技能講習修了 / 
平成元年　第8回1級技能士全国技能競技大会　第1位受賞 / 平成11年　建築業施工管理技士資
格取得 / 平成3年　小型移動式クレーン免許取得 / 平成4年　高所作業者運転技能講習修了 / 平
成10年　責任施行診断士資格　取得 / 平成14年　とちぎマイスター　認定 / 平成20年　職長・
安全責任者教育　修了 / 平成22年　アーク溶接特別教育・足場の組立作業技能講習・自由研削
砥石取扱特別教育　修了 / 平成6年　優秀施工者国土交通（建設）大臣表彰（建設マスター）　受賞 
/ 平成16年　栃木県知事表彰「卓越した技能者」　受賞 / 平成25年　厚生労働大臣表彰「卓越した
技能者（現代の名工）」　受賞 / 平成26年　黄綬褒章　受章

修業が生んだ

現代の名工ニッポンの
モノづくりの粋


